
ダム健全度評価AI活用推進事業 実施主体：国土交通省
事業費  ：0.3億円
対象事業：調査研究事業

本事業で実施する取組

本事業により得られる効果

今後、技術者不足が進行する中で老朽化施設の更なる増加が懸念されることから、対策の優先順位判定を可能
とするため、施設の健全度評価を行うAIシステムを構築し、最適な修繕計画、事前防災に繋げることを目的とします。

連携先：都道府県等

事業目的

事業概要 実施イメージ

現状
「ダム定期検査の手引き」等に基づき、

豊富な管理経験を持つ技術者が点検・検査等を実施

取組内容
既往の健全度評価結果を用いて、

ダムの健全度を統一的な基準で評価できる
ＡＩシステムを構築

〇AIによる健全度評価システムの構築により、経験
の浅い技術者でも統一的な健全度評価が可能とな
ります。

〇他省庁や都道府県管理ダムにも活用することで、
施設全体の防災機能の確保、及び災害時の迅速
な対応に繋がります。

①既往定期検査結果のデータ収集
及び項目整理

②項目整理に伴う課題抽出

検査結果報告書イメージ ③既往定期検査結果を基に
AIシステム仕様を作成

④AIシステムの構築

⑤統一的な評価結果により最適な修繕計画を立案

例：ダム本体関連の
クラック（ひび割れ）

的確な
補修

国土交通省 委託
民間

事業者

＜事業スキーム＞

：R7年度実施予定
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